
8巻 1号 昭和51年 5月

東京大学理学部

味 と分子構造 I.倶留多味酸

ケンブ リッジ大学化学教室の結晶学デー タセンター

でこの20年来集成され約 1万種類に達 している結晶構

造の蓄積検索および入出カシステムが大型計算機セン

ターのデータ格納庫内にはぼ出来上 ったので,こ れを

用いてい くつかの結晶をとり出すこととする。今回は

化学教室に縁の深い L一 グルタミン酸 をえらんだ。

わが池田菊苗先生 (1864～ 1936)力ヽ 旨
い料理か らその

｀
旨さ″

を抽出しようとい

う卓抜な着想の下に得 られたのがこの倶留

多味酸である (理学部広報 7巻 6号の黒田

教授の文参照 )。 その結晶中での分子構造

を上に示す。 この構造は HirOkawa,Lch‐

mann,Koetzle,HamiltOnら によって明 らか

にされたが,図 を立体鏡で見れば明らかな

ように, その骨格はCOO~― CHNHま二CH2~
CH2-CO-OHが (ト ランス)一 (ゴーシュ)― (ト ラ

ンス)の配座であ り,水島三一郎先生がは じめて提口昌さ

れた ゴ`ー シュ形″の存在 をその中央に誇 らかに示 し

ている。

(題字は柴田雄次名誉教授 )

この分子構造が何故
｀
旨さ

″の素になるのか。それ

はまだ謎である。これの鏡像にあたる D― グルタミン

酸には旨さはない。 (化学 :島 内武彦 )
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学 部 長 就 任 の あ い さ つ

このたびはからずも理学部長に選ばれ ,こ れから2年の間つ

とめることになりました。伝統に輝 く理学部の御役に立つこと

は私には過ぎた重荷であることに今更な|が ら困惑して居 りま魂

理学部 とい う生活体がす ぐれた研究や教育の場 として―,ま た

楽しい職場として ,ま すます明るく健康であるよう地道な努力

を重ねてゆかなければと思っています。

しかし非力で気がつかないために皆さんにいろいろと御迷惑

をおかけすることも少くないことと思います。皆さんの御協力

と御鞭撻とを切に御願い申し上げる次第です。

1976年 4月 1日

田 丸 謙 二
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情報科学研究施設 と情報科学科

学部長をはじめとする理学部の皆様の御尽力により

昨年 4月 に情報科学科が設立され ,昭和52年 4月 には

学部学生が本郷に進学 してくる予定である。 ここでは

まず学科の前身である情報科学研究施設についてのベ

てみたい。

その設立か ら学科への改組 に伴う発展的解消に至る

経過は次の表に示す通りである。

棘 大学理学部情報科学研究施設年表

昭和45年 4月 1日 東京大学理学音F附属情報科学研究

施設 設立

(文京区本郷 7丁目 3番 1号

理学部 1号館 )

情報基礎理論部門 新設

6月 1日 高 橋 秀 俊  教 授

施設長に就任 (併任 )

(理学部物性論第二講座担当教授 )

8月 1日 後 藤 英 一  教 授

理学部物理学教室助教授より昇任

8月 16日  国 井 利 泰  助教授

東京大学大型計算機センター助教

授より配置換

大 保 信 夫  助 手
新規採用

(理学系研究科化学専門課程博士

課程中退 )

9月 1日 半 田   勇  技 官

東京大学大型計算機セ/タ ー技官
より配置換

10月 20日 川 合   慧  助 手

新規採用

(理学系研究利物理学専門課程博

士課程中退 )

昭和 46年 4月 1日  数理言語学部門 新設

llE1 E

藤  英  一 (帰醐 科勃

野 崎 昭 弘  助教授

東京大学教養学部基礎科学科

助教授より配置換

山 田 街 勇  教 授
ペンシルバニア大学電気工学部

計算機情報科学準教授より就任

昭和47年 6月 1日

9月 1日 野 下 浩 平  助 手

日本電信電話公社

電気通信研究所 より就任

9月 29日

建物新営にともない理学部 1号館 より

文京区弥生 2丁目11番16号に移転

(東京大学大型計算機 センター地階～ 3④

(理学音[附属情報科学研究施設 4階 )

昭禾日48年 8月 1日 野 下 浩 平  助 手

電気通信大学計算機科学科

講師に昇任

10月 1日 仲 野 憲 一  技 官

東京大学大型計算機 センター

技官 より配置換

昭禾口49年 4月 1日 三 好 和 憲  助 手

新規採用

(理学系研究刑物 理学専 門課程

博士課程修了 )

7月 1日 疋 田 輝 雄  助 手

新規採用

(理学系研究科数学専門課程博

士課程申退 )

昭和50年 4月 1日 停年退官

高 橋 秀 俊  教 授

慶応義塾大学工学音F教授に就任

野 崎 昭 弘  助教授

山梨大学工学部教 授に昇任

退職

半 田   勇  技 官

日本 IBM株式会社へ就職



理学部附属情報科学研究施設を情報科学科 に改組

し ,研究施設の 2部門は下記 の 2講座に転換。

情報基礎理論講座 ,数理言語学講座。なか ,昭禾ロ

51年度には計 算機実 験学講座 ,昭和52年度には情

報検索基礎論講座の開設が予定 されている。

情 報科学 研 究施設で行なわれた研究の概要は次

の通 りである。

情報科 学研究施設 (1970～ 75年 )の主な研究分

野

A基 礎 理 論

a)数値解析…解析関数の数値積分にかける誤差の

振舞 ,積分公式の性質

b)記号および数式処理…非数値的情報処理 の理論

c)セ ル構造 オー トマ トンの理論…生物系 ,集積回

路 ,並列計算装置などに現われるセル構造の理論

的取扱い

d)自然言語用数理言語の理論… 自然言語の記述 ,

解析 ,生成 に適 した数理言語の研究

e)組合せアルゴ リズムの定量的評価

f)プログラムの理論― プログラムの正 しさ ,同等

性を機械的 lFC検 証す る可能性 を探る

g)同期式及び非同期式電子回路設計 の基礎理論

B. 計算機のハー ドウェア ,ソ フ トウェアおよびシ

ステムの研究

a)カセ ットファイル…情報記録方式 ,タ イミング

同期回路の改良 ,エ ラー回復 のソフ トウェア作成

b)超高精度ブラウン管…二重偏向方式 1/Cよ る 1万

分の 1の高精度ブラウン管の開発

c)数式 鯉 用 のソフ トウェアシステム

d)ソ フ トウェアの 自動 ,半 自動作成

e)アルゴリズム記述言語の設計

f)小規模計算機 システムの中核的管理プログラム

の研究

g)自 然言語 による情報検索システムの開発

C. グラフ ィッタス・ システムに関す る研究

a)カ ラーグラフィッタスシステムの研究…中間調

の表現 ,面領域 の色付け

b)カ ラーグラフィッタス 1/Cよ る対話型 フア ッシ ョ

ンデザインシステム

c)計算機による色つき周期的図形の会話的生成

d)宇宙進化シミンーションのグラフィックス表示

e)構造化データの高能率処理方式と対話型図形処

理

D. 情報科学の応用研究

a)マルチスペタ トラル ●マイクロセンサー出力の

自動処理

b)電子ビーム走査系の収差論定式化と自動設計

c)パ ターン情報処理…多次元図形の視覚化

d)自 然言語の構文解析の数学 モデル

e)計算機 lrcょ る音薬の解析 ,創造

なか設備 としては中小 7基 の計算機をはじめ ,自

作のカラーグラフィッタス装置 1顕微分光装置など

を使用 した。なか ,発表論文 ,著作と学会報告の表

題の二覧表も印刷されている。 (必要 な方は情報科

学科事務室に連絡されたい。 )

上記の研究分野は 1970-75年 のものであり ,情報

科学科にかける研究テーマは ,教室成員の増員と時

代の流れ 1/rと もなって当然発展的に変化 して行 くで

あろう。また国際的な協力研究を本格的に発足させ

ることなどは非常に重要と考えられる。

情報科学科にかける研究の現状の紹介は ,必要な

らば それぞれの研究者 自身に書いてもらうのがよ

いと思うので,こ こでは例 として著者の
「 多項式の計

算機1/6よ る記号的乗算に伴う計算量」について簡単

にのべてみたい。

m
A可

[]i xel

BLfi≒脚
(簡単のためaiと bjは

整数 ,eiと fjは非負整数 とする。 )

という多項式Aと Bの乗算を筆算で行なう場合 ,係

数に関する乗算 と加算及び指数の加算に伴う算術操

作の計算量は0(mn)で ある。このように最近の

計算量の理論では ,比例係数は無視 してデータの量

などを示すパラメーター (上例ではmと n)への依

存性の関駒移だけを問題にする。これには ,具体的

な個 々の計算機の差異 (加算時間と乗算時間の比等)

―」



に依存 しない結果が得 られ るという特徴がある。

しか し比例係数を無視 しているので ,実速度 (本当

の計算速度 )を論ずるには ,更 1/Cも う一段階 ,実計

算時間の解析が必要 となる。本題に戻 り ,

A=3x2+4x+1

B=7x3+8x4+9x5

の ように指数が密 rC並んでい る場 合にはあまり問

題ないが
,

A=3x21+4x∞ +x。 1

B=7x32+8x41+9f3

の ように指数の分布力当 な場 合には問題がある。

すなわち2項の積か ら生ずる項

aibjxei+fj

で指数 ei+fjが同一の項がすでにあ ったか どう

かを調べる手間の方が多 くなってしま う。それまで

1/Cあ った項 を一列に並べておいて ,そ れを端か ら見

るような方法 を使 ったプログラムでは計算量は0(m2

n)(m<nと す る )に なる。

ei+fj の大 きさの順 に項を分類することによっ

て最悪の場合でも計算量が

0(a%lqg2 π ),

密指数の場合 1/Cは

0(mon)
になるという方法 1/C関 する論文が ごく最近 出版さ

れた。 これに対 して著者はHash符 号法を利用する

というごく簡単 な発想か ら,こ れが どの場 合にも ,

0(m・ n)に できること ,ま た多変数の場合にも ,

各項が高 々k変数 を含むとき

0(mn(k+1))

にできることを見出し ,それに関する論文 を投稿

した ところである。世界は広いから同様な方法はす

でに誰かが気付いているかも知れない。 しか しいず

れに してもこの方法 を実際 17C計算機による数式の記

号的処理用のプログラム●システムに組込んで ,数

式処理の実速度の向上を図りたいと考えている。

上記の例は研究結果の紹介ではなくむしろ情報科

学にかける問題意識と研究の方法に関 して ,御参考

までに具体例を示 したものとか考えいただきたい。

情報科学科の学部学生のカリキュラムの設定は極

めて重要 な問題である。因みに世界でも超一流とい

う定評のあるスタンフーオ ド大学の計算機科学博士

課程(Phつ の資格試験(Qualifying Ettmina

u On)では6時間の筆記シ トでハー ドウェア ,ノ フトウ

エア ,アルゴ リズム ,論理学 ,人工失哺旨と数値解折

全般 とい う6分野についての基礎知識の有無 を調 べ

る。さらにプログラミングの試験を 5日 間の期限で

行 う。 このためには与え られた問題 を解折 し,う ま

い解法 を考え出 し ,そ れを正 しいプログラムに書き

表わす総合力が必要である。 しか も正 しいプログラ

ムではあっても ,ア ルゴ リズムが悪 い と途中の計算

の
`組

合せ数
い
が大き くなり過 ぎて許された計算時

間以内で答が出ないよ うな意地の悪い問題 もよ〈で

るという。 ここでスタンフォー ド大学のカリキュラ

ムをそのまま移入するのが よいというつ もりは毛頭

ないが ,少 くともこの種 の問題を出されても負けな

ぬような基礎教育を学部のカリキュラムとしては考

える必要が ある。問題は何 を教えるか よりはむ しろ

何は必修 としては教え
‐/Fい でよいかを見極める点に

あると思われる。

その時点で最 も盛に研究されている情報科学のテ

ーマに必要な知識を学部の必修課 目で教えたのでは

学生が 自分の研究を始める時には殆ん ど役 lrc立たず

新 しい分野への適応能力にも欠けるとい うことにも

なりかねない。講義名などのカ リキュラムの大綱は

すでに決 っているが ,学生が本郷に進学 して 〈るま

での 1年弱の期間内に新 しい教室のスタッフも交えて

カリキュラムの内容 の細 目をしっかり固めておきたいと

考えてい る次第であ り理学部の皆様にもこれについ

て御助力いただけることを願 っている。

新 しい 日 々 に 在 る 背 景

本年 3月 ,東大薬学部 より本学植物学教室へ赴任

することになった。思わぎる御縁を感 じ ,襟 を正す

安 楽 泰 宏 (植物 )

思いである。

顧みる時 ,こ れまでの十数年間 ,私 にかける自然



科学的生命体の対象は微生物であった。生きた細胞

を経廻るさまざまな物質群のホメオスタシスに興味

を持ち ,そのからくりrCか かゎる turno verと trans‐

pOrtの 諸 問題 を生化学的手法で解祈け る実験家

としての日々を過 してきたことになる。この間 ,核

酸代謝に関する新しい酵素を世rC送 りだしたこと ,

生きた細胞に菌冷シヨッタを与えるとその生きざま

が変化すること ,有機物質が細胞膜を通 って旅ゆく

デ ッサンを画いたこと ,環境変化に応答する生体エ

ネルギー源の質・ 量の転換の見事さに感銘したこと

など,生命の基本的理解にかかわる小さな出会に遭

遇 してきた。いずれも ,細菌細胞を対象とした分子

レベルの風景といえる。小さな細胞の辺縁を辿って

そ こに在る数々の物質代謝の営なみと ,そ れらの流

れを整合的に統制支配 している生体制御の諸機構を

悧職 してきたと考えている。

本教室に着任して 1ケ月 ,新研究室の建設に従事

するかたわら ,教室の歴史の一端に触れることがあ

った。明治・ 大正 。昭和と移る植物学 100年 の歩み

の長 く巨きな足跡を仄聞することができた。時代の

節 々に開拓があり ,伝統が興り ,発展があった。想

い新たなものがある。始まった日々の実践のなかに

教室の一員 としての責務を果た したいと思い ,述べ

忘 れ 得 ぬ

乾燥地域の水問題を研究課題にしている関係で
,

私は ,ア ラビア ,ア フリカなどの沙漠の国 々に出か

ける機会が多 く,そ の折々の土地で世話になった人

々のうち心に残る人々の数も少 しとしない。それら

の忘れ得ぬ人 々の数は ,おそらく十指を優にこすこ

とであろう。

沙漠の王者ともいうべきサハラに始めて足をふみ

入れたのは ,1961年 。アルジェの町では ,プラスチ

ッタ爆弾による破壊や ,テ ロが毎 日のように行なわ

れていた。翌年 ,映画「 アルジェの斗い」そのまま

の苦闘の末 ,独立を獲得したアルジェリアに ,数週

足をはこぶ機会があった。地中海岸から直線にして

るべき抱負の表われることを願っている。今後努め

るべき研究・ 教育 目標の未知なる部分には ,本学教

室の伝統に学び ,時代 1/C学び ,自 然に学ぶ新しい姿

勢を当てたいと思う。分子 レベルにかける生命像の

解析を続けつつ ,生命の科学の思索と実践に ,植物

を学び ,植物学に親 じむ機会の加わり得たことを大

いに喜びとしている。

私の人生において ,植物は自然のなかにある風景

であり,情感を通 して眺める客体であった。芽立ち

の美しさに感 じ,四季折々に訪れる花ばなの恵みを

享受するものであった。黄葉紅葉の移ろいに色素の

代謝を考えるよりはその色調の微妙な騎 りを愛し ,

屹立する冬枯れの槍は何にもまして来るべきものの

予兆を映すものであった。

微生物を経廻って今 日の歩みがあった。そこ1/Cは

尽きることのない自然があり ,生命があり ,その営

なみが続いている。今 日より,自 然のなかに植物の

点景を見 ,歩を止めて観ることもあろう。想う1/C,

生物学の志向するところは自然1/Cあ り ,生命にあり,

生命の尊厳に対する人間の叡智の深化をはかること

にあろう。往き行 く道には ,動物 もまた人間も通わ

ねばならない。

人  々

小 堀   巌 (地 理)

1,500勧。アルジェからまず 90酬れを「サハラ開

発機構」の車で送ってもらい,モ ロッコ国境に近い

コロン・ベシャヤールで一泊 ,翌 日は飛行機で ,巨大

な山岳のようなエルグ (大砂丘列 )を 下1/C見ながら

目的地ア ドラルに達 した。ア ドラルは,人口 1

万たらずの典型的なオアシスで ,フ ォガラとよばれ

る地下水道が地下を縦横に走 ってかり,フ ランス人

は ,パ リのメトロに因んで ,要所々々に駅名をつけ

て楽 しスノでいたものである。主要な作物はナツメヤ

シで ,泥造 りの集落の間近には ,赤い実をたれたナ

ツメヤシの大木が整然とならんでかり,集落からナ

ッメヤシ畑にかけては ,地下水道を堀 ったあとの立



ナツメヤンの畑

井戸|の まるい枠が点 々と連 っている。私が訪れたの

は ,■
964年であったが 。独立 したとはいえフランス

人の技師が「 サハラ開発機構」に勤務 しており,私

の滞在中は ,若いアルジェリア人の技手 A君 を,案

内につけてくれた。A君は ,ユ Lo N.(民族開放戦

線 )の斗士で ,私 と二人だけになると ,独立戦争中

に ,フ ランスが どんなにひどいことをサハラでも行

なったかを説明してくれた。ア ドラルの東.約 200

加にあるンガヌの原爆実験基地で ,原爆実験を行な

ったとき ,ユ Lo Nの 捕虜達を ,上半身裸体にして

閃光を見させ ,人体実験を行なったこと(その科学

的 な調査報告はおそ ら〈公刊 されない ?)。 又

斗士達の一部をサハ ラの ど真中で ,飛行機からつ

きかとして殺貌 したことなど涙ながらに語 ってくれ

た。 (私も1961年にはレガヌの近 くで仕事 をしたが

その折はフランスの統治下にあり,誰 も真相を語 っ

てくれなかった。 しか し,1967年に同 じ場所を訪れ

たときには ,実験当 日は24時間窓をしめさせ られ ,

戸外外出禁上であり ,実験のあと,フ ォガラの水を

飲んだものは ,開水路から入 った死の灰のためか
,

下痢患者が多く,奇怪な病気やかたが でヽたという♪

たまたまA君 と150勧 ほ ど離れたテイミムンという

ォアシスに旅 したとき ,同 乗した二人のアルジェリ

ア少年は ,サハラにつきかとされた父親の遺児であ

り,政府がこのような戦争孤児1/C一種の見学旅行を

プレゼントしているのだということがわかった。

私がこのオアシスlrC滞在 しているとき ,妙に遠慮

した兵隊上 りのようなフランス人がかり,自 分が調

べたものだが といって ,十頁ほどのオアシスの歴史

を見せてくれた。ある日 ,彼 と二人さりrCな ったの

で ,何となく身上話をきくことになってしまった。

彼は ,実はフランスの外人部隊 (当時 )の一人であ

ったが ,ア ドラルに滞在中 ,アルジェリア人の婦人

をめとったためにフランス人の社会からは はなれ

てしまい ,今 は ,仕事以外はアルジェリア人とのみ

つきあっているのだという。婦人が社交 1/Cは 顔を出

さないアラブ社会のくびきが ,彼の生涯を変えた。

サハラの もつ自然と ,女房の魅力が ,私 をとらえ

てはなさなかった。私は一生 この沙漠のオアシスで

生を終えるであろうしフランスにかえるつもりもな

い。そういって ,輸入もののフランス ピールを私に

すすめながらさび しそ うに呑んで帰 った。

“沙漠につかれたんど rCは ,日本版 では ,かつての

蒙古浪人もあるかもしれないが ,沙漠というより草

原 とい った方がよいモンゴルの場合と ,サハラにつ

かれた人々は ,自然一つとっても ,大分 ことなるよ

うである。いわゆる,Sahari stと よばれるサハラ研

究家は ,そ の専門が動物であれ ,歴史であれ ,地理

であれ ,い つのまにかサハ ラ 病とい う“恋の病・

にかかる。他の沙漠地‐帯にも同 じような傾向の人々



が ぁるであろ うがサンヽラの場合は特にそれがひど

いようである。砂模 のもつロマンチシズム,或いは男

性的なきびしい自然など云ってしまえない何かであ

るが ,あたかも,ジ ン(沙漠にすむ悪霊 )にみちび

かれるように人々はサハラに帰ってゆ〈。想像を絶

した広大な荒れ地とそこ1/C展開 してきた人間生活の

あやなす目にみえない沙漠の引力が人々をひきつけ

るのかもしれない。

1971年のこと,夏休みを利用 してアラビア半島の

沿岸諸国を尋ねた。その折 ,友 人のH氏の好意で
,

現在のアラブ首長国連邦を訪ねることができた。そ

の当時は ,ま だ独立前なので ,ア プ・ ダビ,レ ィヾ

などの小さな土候国が一応の独立主権をもっており,

英国の保護領下rCあ った。 ドバィの南にあるシャル

ジャの首長が貸与 してくれたランド●ロープァーlFC

のり ,オマン山脈をこえて ,イ ンド洋岸に出るとい

う300勧ほどの旅行を行ない ,フ ジャイラという小

さな土候国を訪ねた。私がこの国を訪ねるのは ,国

名のフジャイラは泉とい う意味であり,先にのべた

フォガラとい う地下水道があるかどうかたしかめた

かったからである。

シャルジャから,フ ジャイラヘの道は ,現在では

完全に舗装されているそ うであるが ,当時は半分ほ

どしか出来てからず ,オ マン山脈の中を走るときは,

大きな岩石の間を ,それこそ歩 〈方が早い位の速さ

でランド・ ローブァーを運転せねばならなかった。

しかし,山脈をのりきると ,緑 もあざやかな海岸の

オアシスが見えは じめ ,やがて紺碧のィン ド洋に出

た。

当時 ,フ ジャイラの王宮は ,イ ランの援助で建設

中であり,た めしに打 ってみましょうか というこ

とでタエー ト大使館から打 ってもらってt/Nた電報が

着いていたこともあって ,早速 ,。半月刀を腰にした

待従長に迎えられて ,フ ジャイラの首長におめにか

かった。その折は ,た またまイスラム暦の断食の季

節にあたり ,日 中は食事はおろか煙草や飲物 も(否

つばも !)い けないといわれており ,同行 した運転

手は ,空腹で ,私 の方をみながらうらめしそうな顔

をしていた。

招じ入れられた一室に ,も う70才 をこすと思わ

れる首長があらわれ ,つずいて大きな銅盤にもった

果物やお菓子 (こ の上 もなく甘いアラブ風砂糖菓

子 )が出てきた。初対面の挨拶がおわるや否や l`あ

なた方客人がこの果物などを食べないうちは ,私 は

質問に答えない
い

という。私のような外人はともか

く,こ の言葉は同行のアラブ人の運転手にはじ―ん

ときくらしく,私 の手の出すのを待つか待たずに空

腹をみたしにかかった。

この一言で ,日本の田合の老爺 1/C接 したような気

分になった。私は ,ま ず ,フ ジャイラの国名のいわ

れなどからはじまっていろいろ質問の雨をふらした。

やがて人日のことに及ぶと ,“ 余はそのようなもの

は知 らない。今 ,国連の専門家共にしらべさせてい

るからそのうち1/Cわ かるであろ夕 と,全 く楽 しく

なる御回答である。 (私が ,それまできいていたの

は約 1万人位であった。 )又 ,パ レステナ問題にも

ふれ ,“ パレステナのアラブ人はアラブとい う大木

の一本の枝で ,我 々は皆 ,一つの巨幹につらなって

いる兄弟なのだヽとい う説明も今 日でも尚鮮明に記

憶にのこる。この時の記録のため , 王音を国の友

人にきかせたいから
｀

と願い出たが ,テ ープはゆる

されず不十分なものになった。しかし,写真は撮影

させて頂いた。

年令 も側オ位だろうという首長の尊父の写真の前

に坐 られた現首長の写真は ,現像 してみると ,御み

足は洗足であった。まこと1/C庶民的なユーモラスな

風景 であ る が ,考えてみれば ,日 本製 ,台湾製 ,

上海製 ,韓国製のゴムサングルが殺至Uす る中での国

のこと ,暑さも手伝って ,ご く日常的なことであっ

たのかもしれない。まことに家庭的なかもてなしを

L



「

受けて ,切手蒐集家には有名なフジャイラの切手を

おねだりするのも忘れて退出し,時間を見た ら2時

間あまり針が退れていた。それから4年 ,老首長は

おだやかに位を皇太子にゆずり,新首長は米国の帰途

日本に立寄 り,皇居にも参上 した。一万Alりの小国

とはいえ ,ア ラブ外交に気をつかう政府当局者の気

のつかい方も分ろうか。帰りがけに日本からの技術

援助の話になった。マ ッチエ場が欲しいというので ,

日本では ,工場生産の場合 ,日産は百万箱単位で数

えますと申しあげたところ ,新首長は ,そ のスケー

ルのちがいにびっくりされたという。今のところ採

鉱中の海底油田もあたらず 農業 と僅かな漁業を中

心にした夢の ようなアラビア半島の小国も ,二重橋

をわた り,東京のスモ ッグを体験した指導者の下に

昨年 2月 か ら本年 2月 までParisの Institut

ごEmbryologie exμ rimentale du Collじ ge de

France et du CNRSに おいて実験発生学の研究

に従事 しま した。この研究所はその名の示す ように

c011さ ge de Franceと CNRS(国 立科学研究セン

ター )の 2つ の研究所 を兼ねていて ,所員はそのど

ちらかに所属 しています。しか |ン 実質的 1/Cは 一つの

研究所で ,フ ランス発生学の泰斗 Etienne Wolff

教授が両研究所の所長を兼任 してかられました。

Paris東端 ,Vincennesの 森のはずれにあるこの研

究所の窓からは ,一年中 ,森でマラノンする人や犬

を連れて散歩する人 の々姿が見え・ リスをはじめ小

鳥獣が研究に疲れた目を楽 しませてくれるという,

恵まれた環境にあります。筆者の上司である水野教

授が 1969年 12月 から一年間ここに滞在されました

が ,その水野教授が ,最近まで研究所の中心メンバ

ーの一人であったSi gOt博士の著劃D訳本 (隣生の

しくみ」タセジュ ,自 水社 )の後書きに「…この本

が生まれた静寂の支配する森の中で ,考え ,論 じ ,

そして黙々とこの武器 (器官培養法のこと一筆者 )

を駆使 し,さ らに机上の論者が考えもつかないよう

Vヽ01ff珪安様そと Collと ge de France

近代化 をいそいでいるように見える。

すさまじい情報量の下1/C,私達 の世界像はともす

ると電波障害 をかこしたTVの画面の ようにゆがみ

がちであるが ,人さまざまな生 き方の下に ,しずか

にその生涯 をお くっているいろいろな人生を思 うと

人間 とは全 く不可思議 な生物 であると思う。たまた

まテタノロジーがすすみ ,経 済力があるだけの大国

が小国を発展途上国などと分類 して,勝手にふるまっ

ている今 日の世界のあ り方は ,呆 して人類 のすすむ

べき唯一の方向 なのであろ うか。 心の春 も迎え

られないア ジアやアフリカのい くつ力の土地のノ`、々 を思

うとき ,日 本の五 月晴 にも心なしかさび しさを覚え

る。

八 杉 貞 雄 (動 物 )

な新らしい発生学の流れをつくっていぐ生物学者の

エネルギーがある…」と書かれたように,活発な活

動が続いていて ,フ ランスのみならずコーロッパの

実験発生学の一中′饉ともいえる研究所です。Wo lff

教授は昨年 Collё ge,CNRSと も現役を退れ ,こ の

森の中の研究所は ,Wolff教 授の弟子でNantes

大学教授45オのレ Douarin夫 人を所長 に迎え ,組

織の面でもCNRSのみに所属することになりWolff

教授時代の特徴を色濃 く残 しながらも,新らしく生

まれ変わろうとしています。この機会に ,Wolff教

授とC01lδ ge de Franceに ついて,少 し御紹介 しま

しょう。

Wolff教授は 1904年 フランス中部Auxerreの 生

れ ,1925年 S trasbourg大学卒業 ,同大学医学部・

理学部の助手・講師・教授を歴任 ,1947年以来CN

RSの 前記研究所 長々 ,1955年以来 C ollさge de

France教授 ,そ して1965年以来 C ollさge de Frar

Ce所長。現在F rance学士院A cade de■ an9aiSe

会員 。そ の 研究テーマは広範囲にわたり ,代康的

なものだけでも次の通 りです。

(1)放 射線又は種々の化学物質による奇型胚の創出

-9-



V incemesの森の中の研究所

Co llさge de France。 手前はclaude Bernard

ならびにその解析。

(2)鳥類胚にかける性分化の研究 ,お よび実験的性

転換と問性の創出。

0)器官培養法の完成。

動物器官を生体外で培養する ,Wolff e t IIaf―

fen法 とよばれるこの方法は ,今 日世界各地で

利用され ,実 り豊かな結果を生んでいます。

Wolff教授自身の研究もその多 くはこの技法によ

っています。(前出「発生のしくみ」参照)。

14)脊雅動物及び無脊椎動物の in vitroに おけ綱

生の研究。

15)形形 成における誘導の問題。

(61 動物およびヒ ト癌の器官培養。

要するにW01ff教授の関心は ,常に ,正常の発生

過程 lrC見 られる諸現象を ,“ 実験的に
｀
,特 1/C“ in

vi trO“ で再現 し,或 いは修飾することにょって ,

それら諸現象の根底にある法則に近づこうというこ

とです。最近は ,発生現象の分子的側面にも興味を

示され ,「発生におけるリボ核酸の合成と機能」FC

関する論文集の編者にもなっています。教授の業績

目録を見ますと,1940年から45年までは空白になっ

ていますが ,これは1939年 1/CMaginot線 の砲兵連

隊中尉 として動員され,1940年から45年までドイツ

軍捕虜 1/Cな っていた為です。教授は数多くの著書を

著 しており,1963年の
“Les Chemins de la Viい

がその代表作 といえますが ,昨年も,長年の研究所

長々 ,そ して Collふ ge de France所長として管理運

営にあたってこられた経験に基いて ,“ Les Pancr―

ates“ という著書 を公けにされました。教授はこ

の中で ,研究者や研究所の管理者が遭遇する様々な

障害について触れ ,現代フランスrCお ける科学行政

のあり方を厳しく批判しています。

このようにWolff教授は実験発生学のみならずフ

ランス生物学界において指導的役割を果 している訳

ですが ,その陰にはWolff夫 人の力も大きく働いて

いるようです。夫人は結婚以来=貫 して教授のよき

共同研究者であり,本年79オ lrcな られますが ,末だ

に自ら自衣を着てV incennesの 研究廉 実験をして

いらっしゃる姿は,多 くの人 の々敬意の念を集あて

います。

次に ,Wolff教授のか話やその書かれたものに基

いて ,C011さ ge de Fttnceについて ,い くつかのエ

ピノー ドを紹介 しましょう。

C011さ ge de Franceは ,1530年 ,当 時不毛なスコ

ラ哲学に明け暮れていた S Orb Onne大学から独立崚

新らたな機関を創るようにという,人文学者 Guil―

laume Budさ の進言を容れて,Fran 9oiS一世が ,へ

プライ語 ,ギ リシャ語 ,数学の ,6人からなる王立

教授団を指名 したことに始まりました。その後 400

年以上の間に講座の数は増え ,現在では人文科学33

自然科学19と なっていますが ,初期からの性格は今

でも保存されています。即ち,「大学」からは独立

していて ,直接国家元首に属していること,学生が

-10-



いない代 りに教授の講義は ,全 ての人々に開かれて

いること,な どです。教授は毎年講義内容を変える

ことが義務づけられていますが ,講義の仕方は非常

に自由で ,Claude B ermrdが 血中グル コースの調

節に関する実験を,Marcelin B erthelotが アセチ

レンの合成を ,聴 衆の面前で行なったのは有名な話

です。 C011き ge de Franceで は古来著名な学者が教

授に選ばれています。例えば1844年ごろの自然科学

系の教授団 を見ると,物理・ 数学のB lot,戒拗

Leverrie r,物理学のRegnault,医 学のMagend―

ie,化学の Thさnar dな どが並び ,そ の数年後には ,

B ernar d,B erthelot,そ して作家のE.Renanの 3

人が毎週顔を合わせ ,新 しい発見や計画や希望を話

し合い ,しば しばそこから実り多い新仮説が生まれ

たとい うことです。 C.Nicole,P.Va16ry,H.Be―

rg mn,F.」 ollo―Curieな ども教壇に立った人 々

であり,近 くはF.」 acobや J.MonOdも その一員

です。

このよう17r Co llさ ge de Franceは Franceで最も

栄光ある研究教育機関のうちに数えられるのですが

そのCollさ geに とって最大の悩みは施設が狭いこと

である ,と W。 lff教授は嘆かれます。Collき ge de

Franeeは Qttrtier Latinに ある本部と,V incenn―

es O研 究所 ,そ してBOulogneの森にも一つ研究所

がありますが ,と てもこれだけでは52の講座を収容

しきれず ,こ れらCollさ ge直属の建物に研究室をも

→←→:←→←→←→←→:←→←→←→1(→←

研究室め ぐり (1)

翻t→ :←→:←→(以←→←場←翻←以繁

っているのは15講座に過ぎず ,他の37講座は Pa r―

is大学,CNRSな ど他の研究教育機関に場所を借

りている有様だということですo筆者が本年一月に

Wolff教授のか宅に招かれた時 ,その近 くに建築中

のConも ge de Franceの 建物 を見つけて ,そのこと

を教授に伺ったところ ,次のようなことを話 して下

さいました。この建物はB ernard直 系の実験医学講

座の為のものですが ,建築計画が出来上ってから ,

まず各方面の許可や予算を取 るのに 7年間を要 し ,

暫〈1971年 に建築にかかったところ隣人から,「 日

が当らなくなる !」 と文句が出て一時中断 ,その後

何回も設計を変えて工事を再開するたびに ,ガ ンー

ジのこと ,間 の空地のことなどで注文をつけられ ,

結局今のところ工事はス トップしたままであるとの

ことでした。この間 ,参事院 ,Paris市 ,そ の他各

方面との交渉にあたってこられたWolff教授は ,す

っかり困まってと ,苦笑 してかられました。

ともあれ ,色 々な問題を抱えながらもCollさ ge

de Franceは 現在なかFranceの 最高研究教育機関

としての地位を保っています。そ して筆者は今 ,一

年とい う短かい期間ではありましたが ,森の中の ,

collさ ge de Franceの 研究所におt/bて仕事が出来

たことを ,そのことを可能 にして下さった日仏両国

の多くの方 の々御好意に感JJlし つつ ,う れじく思い

返えしているところです。

人類学教室所蔵の重要文化財

昨年 6月 ,E.S。 モース教授が日本で最初に発掘

した大森貝塚の出土品 ,な らびに本郷弥生町出土の

弥生式土器の基準標本が重要文化財に指定され ,本

教室の保管する重要文化財はこれで 6点 をかぞえる

ことになった。

この機会に ,それらをごく簡単にご紹介 してみた

埴 原 和 郎 (人 類 )

し、。

1.銅ほ この鋳型

昭和30年 6月 22日 指定。福岡県遠賀郡岡県村大字

吉木出土。弥生時代の青銅製のほこを鋳造するため

の鋳型。明治30年ころ,福 岡県宗像郡奴山村の法華

寺住職が附近の農民より手に入れたものだが ,本教



図 1 土

図2.埴輪男子脆坐像

(講談社「古代史発掘」より転載 )
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室に保管されるようになった経路は不明である。

2.土   面 (図 1)

昭和諏午 2月 19日指定。

秋田県北秋田郡鷹巣町麻生出土。

明治30年 12月 人類学教室員大野延太郎氏がこの地

方に出張 した際 ,現地の小笠原為吉氏より
“
献納 ヽ

されたものである。直径14統の円形の輪廓をもち ,

日と口は大 きく,顔の周囲に縄文をほどこしてある。

これは組文時代晩期に特有にみられる雲形文様の擦

消じ縫文で ,こ の時代 ,東北地方の土面にみられる.

独特の顔つきをしている。

3埴 輪男子脆坐像

昭和33年 2月 8日 指定。

(図 2)

茨城県鹿島君『鉾田町青柳字不二内出土。

高さ54磁 (台部は欠損 ),無縁のlll子をかぶり,

首飾りをつけ ,両手を前につい.て 一見こま犬のよう

なかっこうをしている。両頼は赤色顔料によって彩

色されている。

4= 埴輪女子像

昭和33年 2月 8日 指定。

栃木県宇都宮市雀宮町小字十里杵塚出土。

明治28年 3月 ごろ,鉄道工事中lrc発見された。高

さ58磁で丸普 ,裾広が りの衣服をつけ ,両手を腰に

ぁてている。後頭部に円板状の後光のようなものが

つけられているが,これは結髪 したまげを形どつた

ものと考えられて杯る。両頼1/Cは 赤い彩色がほどこ

されていたが ,現在はとれてしまっている。

5, 大森倶塚出土品

日召和50年 6月 12日 オ旨定。

明治10年 0月 ,前記のようにモース教授およびそ

の門下生によって発掘されたもので ,土器類1(個
,

石器その他翌個をはじめ ,土器破片,人骨 ,獣骨 ,

- 13-

図 3.弥生式土器



貝類などが一括指定 された。い うまでもなく,こ れ

らはわが国1/aかけ る最初の組織的発掘による発見物

であり,日 本の人類学・ 先史学史上重要 な標本であ

る。  ヽ

なか大森貝塚の場所 1/Cつ いては ,現在二つの説が

ある。対気づ きの方 も多い と思 うが ,国電の品川駅

と大森駅 との中間の山 の手 よりに二つの碑が立 って

いる。いずれ も地元ではわが方が正 しいとゆず らな

いようであるが ,今現地 1/rは 貝塚のあともな く,ど

ちらに軍配 をあげてよいかわか らない ,と いうのが

実状である。

6 弥生式土器         (図 3)

昭和50年 6月 12日 指定。

明治17年 ,大学予備門生徒・有坂銘 蔵氏 (後 1/C工

学音隊 授 )に よって発見された。胴のふ くらみの大

きい単純なかた ちの壷であるが組文がまった くなく

製作の手法 も縄文式土器 とは大 きくことなってい る。

いわゆる弥生式文化の研究の端緒 となった標本 であ

る。

発現場所については,当時の記録によると「向ケ

丘貝塚」となっている。これが「弥生式土器」と名

づけ られたのは ,向 ケ丘の町名が弥生町 となったた

めである。この場所は眼下に根津の町並みを見下 し

谷のかなたに上野の森を望む所 とされているが ,長

い間はっきりとはわからなかった。昭和20年代の終

りころ ,人類学教室で農学部の南allを発掘したこと

があるが,このときも陶 ケ丘貝塚」の場所はわか

らなかった。ところが ,昨年遇然のことから,現在

の工学部 9号館 (浅野地区 )の横から土器片が出る

ことがわかり,考古学教室によって発掘調査された

結果 ,こ の場所こそ「向ケ丘貝塚」であることが確

認された。近 く「弥生町二丁目遺跡」 として ,史蹟

の指定をうけるはこびとなっている。したがって本

学構内には ,史蹟も一つ加わることになったわけで

ある。

以上のほか ,本教室 lFcは 重要美術品の指定をうけ

た喧輪 もあり ,ま た近 く指定をうける公算の大きい

標本もいくつかある。これらの標本は現在 ,本学資

料館 4階の人類・ 先史部門に保管されているが ,こ

のガラス・ ケースは昨年 ,植村前学部長ならびに佐

佐木前会計委員長のか骨折りで作られたものである。

人類学教室では これらの貴重な標本の保管責任を

負っているので ,不慮の事故をふせ ぐために“公開“
というかたちはとっていない。

しかし,ご希望があれば喜んでごらんいただ くつ

もりなので ,かついでの折にでも資料館にお立ち寄

りいただければ幸いである。

学部消息

3月 理学部会合日誌

3月 10日 的  人 事 委 員 会
″  会 計 委 員 会

15日 伽)理 系 委 員 会
17日

" 
教務委 員 会

″      力し村護箭彗瑳匿委拝議無

24日 閑  教  授  会

5昭和51年度受託研究員 ,流動研究員 ,奨励研究

貝について報告

6.高エネルギー物理学研究施設長 1/C小柴教授を選

出

7.分光化学センター長 (51年度設立予定 )に 島内

教授を選出

8,人事委員会報告 (末 元 )

9.会計委員会報告 (田 村 )

10.教務委員会報告 (鈴木 )

11.将来計画委員会報告 (黒田 )

今年度で御停年をむかえられた河田敬義 (数学 )

古屋茂 (数学 ),立見辰雄 (地質 ),古沢潔夫 (植

物園 )の四教授に対 して ,植村学部長からごあいさ

つがあり,四教授からもそれぞれお話があった。

植村学部長からは今年度で学部長任期が満了とな

り,退任するにあたってのごあいさつがあり,下郡

山教授は ,理学部を代表 して学部長に謝辞をのべら

れた。

1. 30-2 30

1. 30-5. 00

1.00-3.40
1.30-3 50
1. 00～ 3.00

1.30-5 15

教 授 会 メ モ

3月 24日 (村 定例教授会

1.前回議事録の承認
2.人事異動等報告
3 昭和50年度卒業生成績決定
4.転学部

°
学士入学の承認 ,研究生期間に長及び

入学の報告



(講師以上 )

教 室   官職

植   物 助教授

人

氏   名

安 楽 泰 宏

事

発今年月日

51.  3_  1

動異

異 動 内 容     備  考

教育戦日 1等級 (東京大学教授理学  薬学部より
部)に昇任させる

植 物 園 教 授 古 沢 潔 夫 51、 4 1  琉球大学教授理工学部に配置換する

(助  手 )

教 室   官職

地   質

地   質

物   理

数   学

数   学

数   学

動   物

物   理

物   理

JL      イヒ

臨海実験所 助 手

地   質 助 手

名  発今年月日

章 司 51,4 1
徹 郎  51.4.1
禾口  貞6  51. 4  1

博 司 51 4 1

晶 彦  51,4、 1

清 臣 51.4 1

邦 彦  51.4 1

誠一郎  51 4 1

文 彦  51.4.1

勲  51 4 1

寅 夫  51.4 1

智 生  51 4、 1

異 動 内 容

助手に採用

助手に採用

助手 に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手 に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

臨海実験所助手 に配置換

東京大学助手理学部 lrc転任

氏

荒 井

浦 辺

村 山

猪 瀬

宮 地

片 岡

加 藤

池 畑

田 中

桂

佐 藤

小 沢

考

鰤 翻
館より

カトNメぎ羊より

3

所属  官職   氏   名

地 物 研 教 授 等 松 隆 夫

物 教 授 竹 内 慶 大

月 海 外 渡 航 者

物  理 教 授

人  類 助教授

鉱  物 助教授

物  理 助教授

久 保 亮 五

尾 本 恵 市

武  田

猪 木 慶 治

渡 航 先 国

インド・セイロン

アメリカ合衆国

中華人民共和国

オース トラリア

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

渡 航 期 間

3. 5～ 3.29

3.20～ 4 5

323～ 4 5

3 5～ 3.15

3.14′～327

3.31■ 2.31

渡 航 目 的

日・ 印国際協カ ロケット実験による

赤道地帯の電離層の研究

標準粉末回折像合同委員会年会出席
および研究連絡

0/」理学に関する研究連絡

言雅 畿 易維 杏麟 隻謄
蝶

第 7回 月科学会議出席および研究連
絡           ヽ

素粒子論・高エネルギー物理学の研
究

茂 大 韓 民 国  3.14～ 323代数幾何の新理論の講義

-15-

学 講 師 飯 島



蜆鰯稚電
A・ K・ Cupta

C・ J:Wilkins

昭和51年 2月 15日 (■ 名 )

〔物理学科〕
阿 部 仁 吾

昭和51年 3月 27日 (24晴
〔数 学.科‐〕 53名

山 東 鍵 治,杉 崎全 良,前 畑  名

尾 崎 隆・ 嵌 原 邦 男 鷲 EE 学
・

杉 口  建,鈴 木  貴,高 精 腱 治,

濱 通信・行,総 串 文大t‐ 古 屋1秀 敏:

秋 元 公 彦,井 上 衛夫1石 原 :舜瑯 .

小 1島 定 音,小 瀬右 吼‐合 田 俊 文,

高‐木 俊行・ 高 橋 勝 :鍵・ 谷力l政 雄,

藤 本 孝信,九 LL直 乱 矢野 公 ―,

〔物理学科〕 67名
兼 堀 文 博,柴 崎和 夫,藤 野難 郵

,

内 田 潔 人,大 嫁 燿作:落 合  勲
・

癖 韓 IE真,西 日 1裕・ 平 木  敬,

費 沢 富 舅,今 回.正 俊t岩 間 非 生,

本 書 隆哉,押 山 淳,打 合て′嘆 ,

巨瀬 勝・美,小 中信典,駒 宮幸 男,

志 村 秀 音,塩 田隆 弘,篠 原傑瑯 ,

寺 西 信 T,画 岡 /A・ 島 西野  仁,

不二円 筒,藤 森  澪.保 科  博,

矢‐島 裕介,雪 田修 一ti蓄 欄‐ 斉;

機 官職 ,氏名

和
‐
由 館 允 教授

朽 津 耕 三 1教授

LL本 晴 蒙,

小 林  修,

武  直行 ,

山 本 哲 也 ,

江 ′り嘉 気‐

佐 藤 和孝,

津久井 元,

LL tt IE之

受 入‐期 間

昭 6‐ 1.4-52.3

昭 |‐ 118-122

阿 満 博 文,

権1藤 龍 光.

営 EE晋 也,

吉 目 実 幸‐,

躙 轟 汽

佐 藤康 夫|.

坪 井  俊,

飯 塚 ― 俊,

佐 譲 宏 孝;

申村  哲;

青 木 貴 奥,

加 藤 停 一
,

桜 井  昇,

中村 三 大 ,

言   S

ヵンタベ リ‐大学・ 教授
‐ュージーランド

昭‐和51年度日本1学術振興会外1国人招へい研究者 (長期 )

備

者業卒部学理

伊 藤 賢 一

下 村  俊

橋  昭―

ボガ1載 ―

構 岡成護

菅 原 ‐ 秀

硲  文大

山 下脚 ,

窪 自 光 機,

松 本 和 宏・
牛 越 淳 雌.

ハl崎 洋 人,

佐 藤 朝 男,

柴 田 TIJ明
"

西 村弘 志 ,

総 山 典 工,

僑 井 貞 美
‐16‐

伊 澤 正 腸,

自 ‐田 肴 ―
|,

窒 住 工 晴:

潮 口 浩 作。

川 人 1光 男,

佐 藤 泰 幸.

鈴木 弘 成ぅ

林  青 可,

営 下 精 二
"

岩 橋 理 彦,

四琢 ‐正1臣 ,

第 木1敬1介 ,

内 村
‐
宣之・

岸 本 哲 郎 ,

佐 田々博 之 ,

加 橋 俊 之.

平 島 邦 彦,

森 書脚 ,

宇湖 1l rlJ幸

杉 山 着 1之

有 青桂 子

江 EEl高 顕

黒:沢  隆|

湾 井 康 灘

椿 光汰郎:

廣 警  鮭

八 本 孝 夫



〔天 文 学科〕 3名
濱 部  既 柴 田裁 た,村 m即 夫

〔崚球物理學料〕■9名
枷沢幸 司,小 玉一人,鳥 居 昭大,

岩 崎 貴畿i歌 田久 司,力嶼 修 平
=

中・ロエ 未,西 影 裕為 町印‐ 忍,

〔化 学 科〕 47名 |

黒川 哲 司t河 警 一 通,こ 京 冬樹。

鵜 野  功・ 尾 崎 伸 記 大1野 裕風

紅 口  籍・ 育
.野

癬榔 ,児 島 夏 孔

菅 和 多,杉 田 教 文1鈴 木 邦 |九

高橋 櫛 ―,嵩 橋  卓・ 高 なふじ孔 .

泳 灌 利 平・ 長 瀬 /A・ ―,並 河 美1鈴,

広 江 伸 露,細 川1和 男,松 野  裕―

〔生物fL学 科〕 21名|
下  部‐靭:須 栗  真,_L居 洋 文,

桑 J手寺』りl嗜,多,1』:,長登 修14産:藤 直 樹ち|

茜 由柴‐介,服 部 成 九 久 山 哲資
"

〔勤響 蠅僻 り 8名

り1■ 速 人,判 村 孝 介,興徐翔議年,

増 井  懲

〔勁学科(植物学,〕 7名

務 井 淳 ―‐,池 内 昌彦,可 蜘1鷲機 ,

〔鋤輔 (麹学)〕 3名

曇 由 光義・ 平惑彙好 。書 岡1護 昭

〔地学科 (地質学鉱物学〕〕1‐ 0名

阿部 勝 巳1安 部慮 彦,内 嵐  饉|

遊 村 凡 平:羽 田直弘,凛 口1饉 1夫‐

〔地学科【地理学)〕 7名

中 爆  均,遠 藤  州,籐 木澤 ‐太,

辛 林 久‐美,本1暉 勝彦,

金井 薬 治口 1邊 工構,

青 ,11群 夫,吉 田 次郎

山 口 祐 次 ,

駒 沢 正 式 ,

伊 藤 公 子

田 申 基 彦

構 議 文 人・
奥ロ

ー
章 彦々

佐■木工 為

田 尻 耕 治 :

母 治宏 畝

鶴 機 納 ―
・

校 條  浩,

荒 井 業 ‐
,

加 藤 英1明,

斉 藤  れ

田 中轟軒 .

筒 井 幹 臨

馬 場 祐 治|

森  輝 雄

1琳幸 亀

片 桐  几

板「l彗 生・
日 灘  1純

角 日 欣 ―‐,

板 東 高 意,

市 田  光

金 側  靖

正 日普榔

大 簡  寛

曇 免 一 成

日置「
llJ之

右 蒙修 ―.板 谷光.義 者 自 哲 観,力1菌 幸 子

機‐井息 子・
機井 通 陽,住 EE六 連,鶴 中 静子

藤 本売 治,前 メIl昌1平,約駅  仁,吉 筋正 雄

嵩 薔 純夫;野 川 宏 幸:耀 町 博 奥,前 田諸欄

北

'日

 円,春 藩 和 競 中原 嗣|二 ,堀 江 雄・幸

海津 重 倫:鈴 木 正 俊,多 回陽 治.口 中

佐 籐 裕 治,高 林‐直 樹,伸 由 聰 ,藤 沢 明 爽

-L7-



大学院理学系研究科修士課程修了者

昭和 51、 年 3月 29日 α91名 )

〔数学専門課程〕 21名
猪 瀬 博 司,松 浦 孝 俊,松 田 潔 夫 ,

小 栗 和 子,片 岡 清 臣,勝 野 裕 文 ,

田 中 秀 筒,辻 下  徹 ,寺 尾 宏 明,

水 上 真 澄,稲 葉 筒 志 ,

メII、れ俊雄,清 野龍介,

畑 田 一 幸,舟 木 直 久 ,

臼 井 伸 二,大 川 哲 介

栗 田 昌 裕,高 橋  誠

宮 地 晶 彦,山 田 裕 埋

〔物理学専門課程 〕

相 沢 正 満,青 木  弘 ,

伊 藤 公 孝 ,井 上 早 苗 ,

小 野 芳 彦,春 日  隆 ,

酒 井  明,佐久間 史 洋 ,

十 河  清,高 草 保 夫 ,

坪 野 公 夫 ,藤 堂  清 ,

長 山 好 夫 ,奈 良 広 ― ,

牧 島 一 夫 ,松 本 哲 明
,

〔天文学専門課程 〕

小 牧 和 雄,佐 藤 耕 一 ,

5名

柴 橋 博 資,福 井 康 雄,宮 路 茂 樹

36名

秋 山 忠 次 ,

岩 本  隆 ,

片 岡 良 一
,

設 楽 哲 夫 ,

高 田 康 民 ,

戸 沢 義 夫 ,

野 村 一 成 ,

元 吉 文 男 ,

新 井 一 郎 ,

岩 本 直 樹,

金 子  修 ,

自木原 康 雄,

高 田 義 久 ,

富 永 敏 裕 ,

橋 本 素 行 ,

森 田 紀 夫 .

家  泰 弘 ,

大 塚 孝 治 ,

金 子  博 ,

代 田 典 久 ,

田 中  茂 ,

中 尾 公 一 ,

早 野 龍 五 ,

矢 野 安 重 ,

石 畑  清 ,

大 塚 洋 一
,

川 戸  佳 ,

鈴 木 俊 夫 ,

千 葉 順 成 ,

中 田 穣 治 ,

別 生  栄 ,

山 本 博 章 ,

岡 田 芳 大

大 森 保 治

郡 司 隆 男

関 根 優 年

常 深  博

中 田 弘 章

細 谷  裕

吉 田 二 朗

〔地球物理学事 ]課程〕 13名

松 田 佳 久,光 本 茂 記,深 沢 理 郎,松 野

高 橋 文 穂,松 林  修,稲 谷 栄 己,末 広

〔化学専門課程〕 40名

秋 葉 悦 男,石 野  勝,宇都宮允 俊 ,

小 川 芳 樹,荻 野 孝 史,加 藤 正 男 ,

苔 口 久 雄,木 幡 邦 男,小 橋 浅 哉
,

佐 藤 直 樹,新 藤  斎,鈴 木栄■郎 ,

高 松 筒 久,日 中  通,田 邊  洋 ,

福 水 健 文,本 田 忠 士,村 井 卓 郎 ,

健,久畑 雅 久,藤 井 良 一,三 浦

潔,栗 田  敬,横 倉 隆 伸

彰

江 藤 弘 純 ,

蒲 生 俊 敬 ,

小 山 康 直 ,

秩 合 憲 三
,

内 藤 保 男 ,

森 山 広 思 ,

海新   充 ,

菊 地 博 美 ,

斉 藤 正 美 ,

議 克 巳 ,

西 山 岩 男 ,

吉 清 元 造

大 隅 多加志 ,

木 村 正 生
,

斎 藤  裕 ,

高 橋 徳 明,

畠 山 史 郎 ,

太 田 正 博

久畑 芳 和

坂 本 浩 ―

高 橋 洋 文

平 石 久 人

〔生物化学専『雷 程 〕 9名

伊 庭 英 夫,岡 田 泰 子,川 口 啓 明,

宮 川 和 子,横 山 一 成

〔動物学専門課程〕 8名
高 田 邦 昭,竹 井 祥 郎,長 井 孝 紀 ,

松 井 寿量子

栗 栖 難 好 ,日芝袷  優 , 富 田 敏 大,野 島

濱 口  哲,日 高 道 雄 ,

-18-
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〔植物学専門課程〕 4名

飯 田 不」明, 松 村  隆, 武 田  穣, 山 本 興太郎

〔人類学専門課程〕 5名
松 浦 秀 治, 青 木 健 一,溝 口 優 司,真 家 和 生,河 内員紀子

〔地質学専門課程〕 6名

伊 藤 谷 生ゃ 桜 井 若 葉,高 橋 栄 一 ,高 橋 正 樹,藤 井 精 悦,増 田 俊 明

〔鉱物学専門課程〕 銘

佐 藤  元,渡 辺 正 久,門  恩 基

〔地理学専門課程〕 2名
西 谷 陽 子,山 本 健 児

〔科学史・科学基礎論専門課程〕 3名
高 田紀代志,高 橋 憲 一,横 山 輝 雄

理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和51年 3月 15日 付授与者 (17名 〕

〔相関理化学専門課程〕 16名
渥 美 茂 明,新 井  勉,石 浦 章 一

,

窪 田 健 二,後 藤  潔,佐 藤 由美子,

横 森  貴,吉 沢 公 利

伊 藤 正 幸!遠 藤 泰 樹,大 西 純 ―,国 島 義 明

鈴 木 啓 一,馬 場 哲 也,前 沢 秀 樹,桃 井  隆

論 文 題 目

Modified Two― Center Halmnic OscillatOr

(穆整豊灘鏃緩罫鍵錯量世守跳滉牌家鑑濯ゞ
n

陽電子消滅法 によるαttCuAl合金Ferm i面の研究

山梨県東部の地震計測学的研究― フイリピン海プンー ト先端部

としての意義と地震予知への応用一

マン トル鉱物の熱伝導率

円偏光二色性差スペタ トル法の開発とその蛋白質構造研究への応

用

x線全身照射後のラット牌臓にかける核蛋自質の分解産物に関す

る 研 究 (S拠 け on tte degradation pFOduCt from nuCleo―

pr01in in rat Spleen after whOle→ odyX irradiation)

専 門課程

物  理

同

地 球 物 理

同

生 物 化

赤 羽 隆 史

学 石 橋 克 彦

大 迫 正 弘

学 如 月 正 継

昭

名

本

氏
　
山石学

学 加 藤 邦 彦



専 門 課 程

相 関 理 化 学

学位規則第 3条
2項 該 当

同

同

同

学位規則第 3条
2項 該 当

同

同

同

同

同

五 味 健 作

樹

栄

機

江 川 治 朗

田 村 英 男

斎 藤 美 知

名
　
恒

　

敬

氏
　
原

　

辺

官

　

渡

新
　
土
（
　
敏

林
　
町
　
藤

小
　
深
　
内

論 文 題 目

光源専用 30 0Mev電 子ス トレージ リングの設計

Cё rtain in variant subrings are Goreisteln

(不変部分環が Gorenstein環 になるための条件 lrcっ ぃて )

Characterizations of linear groups of lov rank

(低い ランタの線型群の特徴づけ )

純三次体のイデアル類群 の 3階数の決定

X線異常散乱の研究

on AutOnomOus Linear FllnctiOnal I)ifferential Eqtlations
with lnfiniteRetardatiOns

(無限の遅れを持つ 自励線形 面数微分方程式について )

Positive lnvariant Measures fOr Loca Dynam ical Sy Stem s

(局所力系に対する正の不変測度について )

The AsymptOtiC Distribution of Discrete Ei genvallles for
Schr6dilager oeratOrs

(シ ュレーディンガー作用素に対する離散固有値の漸近分布 )

Effect of Light on Flover Opening of Oenothera Lamar―

(オ オマツコイグサの開花と光効果 )

辻岡邦夫
71複基嵩程慧″T魃,m spaCい

原瀬 魏 ?富鼻号胃躍】∫
f謂

ll『11鳳Ke諄 :αω+β (2

それ数の線型結合α lω +α 27r+α 310g α4と , eαω+β (2 πi)
の超越性 )

昭和 51年 3月 29日博士課程修了者 (77名 )

専 門 課 程   氏 論 文 題 目

完備な離散付値体および代数体の上のある種のガロア拡大について

不純物を含む結晶にかける転位の運動

を屁 為T卵鰐 朧彗鞘)

Construction and Performance Test of the PhOtOn Tagging

激織ユlザ:3彎:『礎ギ[騰λlT錯激ttl■鯖∬,

:為脇霧r,0″言麟 ;■i齋唇題編魃
の測定)

〓
一　

荒
　
池

学
　
学理

　
同

数
　
物

名

木 博 雄

木   暉

畑 誠一郎

板 野 明 史



専 門課 程   氏   名

物  理  学  岩 堀 淳一郎

大 川 房 義

4ヽ 貫

斎 藤 幸 夫

相 良 建 至

同    佐 木々

静 谷 謙 一

島 田 徳 三

鈴 木 克 己

鈴 木 隆 則

秀 樹

田 中 文 彦

友 田 敏 章

論 文 題 目

Stark Spectroscopy of NH2 D by co2 and N2 0
Lasers

(02お よびN20レーザーによるNH2Dの シュタルタ分光 )

Interband and Many― B ody Effects  inル 1 0。 So Stru←

tures

(M.0.Sぃ 構造 にかけるバン ド間および多体効果 )

鉛のマ イクロ波分光学的研究

Experiments on the lnteraction of High lntensity Rela―
u宙 stic Electron Beamwith Plasma

(大強度湘対論的電子 ピームとプラズマの相互作用実験 )

Logarithmic Terms in the Demity Expansion of
Transport Coefficients

(輸送係数の密度展開における 10g項 )

一様乱流における摂動論的方法 とその応用

角のある領域内の微小物体の運動に よる2次元及び軸対 称の粘性流

Two di mensional and Axis_etric Viscous Flow Due to
the Mrbtion of a Small Particle in a Region w■ th a ttp
Corner

Relaxation to Equilibrium― Spinodal Decomposition

(平衡への緩和 ―ス ピノグル分解― )

2踏楊 LTTll夕 獲£応の研究

D isDerSiOn App roach tO Field Theories

(分散式の方法による場の理論の研究 )

Gauge Theories for Massive Vector Fields
(質 量を持つベク トル場 に対するグージ場理論 )

Discrimination of thё  Ambiguities in ππ Phase Shift
Analysis h the ILgh Mass Region
University of Tokyo Preprint I」 T-258,Decem ber 1975.
(高 ヤ頂 量頗戯におけるππ位相差解析の不定解の判定 )

パルス強磁場下のサイタロ トロン共鳴による半導体の電子帯構造の

研究

Hanle Effect Studies on Laser Levels of Xenon Atom

(Xe原子のレーザー準位のハンレ効果 による研究 )

K inetics of the Polymerization Reactlon of Tobacco lMo―
saic V irus Protein

(タ バコモザイク ウイルス蛋白質の重合反応のカイネテ ィタス )

RenormaliZation GrOup Theott of Critical Dynamics in
B ose System s

(く り込み群によるボーズ粒子系の動的臨界現 象の研究 )

Shell Structure and Cluster Structure in20Ne

(aNe 1/C瀾 する殻構造 とクラスター構造 )
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同

同

　

同

　

　

　

同

　

　

　

同

　
同

睦
　
良

惇貫
　
村

大

　
岡

雄
　
彦

行
　
文

田金
　
金

同

同

同

同



専 門 課 程

物  理  学

氏

内 藤 豊

同 永 吉 秀 夫

日 高 啓 晶

The Shear viScOsity ofHard tthere and square、 に1l Fluid
viaNonequilibriummolecular Dynamics

綱1体球相互作用を持つ分子 よりなる流体と ,井戸型相互作用 を持つ

分子 よりなる流体の非平衡分子力学に よる粘性係数 )

B and Theory of Graphite― ―A Nbw Method for Layer―
Type Cry stals― ―

(グ ラファイ トのバン ト理 論 ―一 層状結晶に対する新 し膝方法 ― )

Duality Structure of Diffraction Dissociation

(回折的な粒子発生 lrcかける二重性 )

SpreadingWidths of NewGiant ResOnances in L― S Closed
Shell Nuclei

(L―S閉殻原子核における新 しい巨大共鳴の分散幅 )

光検波 ESRに よる固体内励起状態の研究

52 MeV陽子を用いた軽い核の (p,t)及 び (p,3He)反応の研

究

郎
　
明

和
　
英

山
　
溝

村
　
横

同

　

　

　

同

　

同

星 野

渡  辺 健次郎  配位子の運動を反映するESR
一 NH4Cl i Cu2+_

裕 康  Overstability of Acoustic Modes in Late― 野 pe Stars and
l ts Ob servational lmplication

(晩期型星に於 る音波モー ドの過安定性 とその観測的意味 )

学 安 藤

月ヽ 倉 勝 男  UBV Photometry of t“ Stars in the Fields of Young
HI RegionsM17鋤 d IC 1795
(若いHI領域M17お よび IC 1795中 の星 のUBV測 定 )

藤 本 正 行  On the O rigin of R― Type Carbon Stars

斎 藤 禾日 男  Geochronolo」 cal Stlldy of the Western Pacific Ocean

Crust

(西太平洋海底地殻の年代学的研究 )

佐 り|1 永 一   Study on the mnor Neutral COm positio■ in the Strato―
sphere by a Balloon― borne LLss Spectrometer

(大気球塔載用質量分析器 に よる成層圏大気組成の研究 )

藤  本 博  己   Processing of Gravity Data at Sea in the Region of the
Vヽesterm Pacific and their Geophysical lnterpretation。

(献 平洋にかける海上重力のデータ処理 とその地球物理的解析 )

松 井 孝  典   Numerical Simulation of Planetary Aeeretion Process
―― Planetesi mals to Plallet― ―

(惑星集積過程の数値的実験 ―― 微惑星から惑星ヘ ーー

松 浦 充 宏   Inversion of Geodetic Data Set:Optimal Model of Con―
3ugate Fault System for the 1927 Tango Earthguake,
(最適断層モカレとその信頼性――丹後地震 (1927)― )

天

同

(R型炭素星の起源1/Cついて )

地 球 物 理 学 川 崎 ― 朗  Study of SeismicWaves in the Near― Fie ld

近距離にかける地震波の研究

同

同

同

同



専 門 課 程

地 球 物 理 学

氏   名

八 木 健 彦

論 文 題 目

Accurate Characterization of the Hi gh Pressure Environ―
ment by in situ X― ray D iffraction S tudy and its

樫経鶴燒 だ犠醍期渉為化と地球物理学への応用)

初期応力場・ 摩擦力・ 温度場 による効果 を考慮 した震源過程の研究

Focal MeChanism s of Earthquakes in Japan and their pos―
sible Contributions to t“ Following Seismic and Volcanic
Activities

徊本における地震の発震機構 とこれ らが地震活動ならびに火山活動

rC及 ぼす寄与の可能性について )

COmparative Studies Of Polythiane in the Reactivity and
the Conformation
(ポ リチアンの反応性および立体配座の比較 )

遷移金属 イリト
゛
錯体の合成 および金属 ― イリド間の結 合性に関す

る研究

Studies on the Deformation and Valence lsom6rization of

(CH)。 and(cH)8 HydrOcarbOns
((CH)6および(CHゝ 炭化水素の変形と原子価異性の研究 )

エナ ミンとSch iff塩基 との反応

IIlgh Res01ution Auger Electron Spectroscopic Stuψ  of
ChemisoFbed MIolecules on Metel Surfaces

(高分解能オージエ電子分光法に よる金属表面上の気体の吸着状態

とその挙動の研究 )

有機 リン化合物の反応 と有機合成への応用

The Photochem ical Reaction of Friedelin and ぬe Synぬe―

sis Of I)ihydrofarfugin B

(フ リーデ リンの光化学反応 お よび ジヒ ドロファル フギンBの合成 )

Studies on vibrational Spectra Of Molecular Crystals and
lntermolecular lnteractions
(刺 結晶の振動 スペタ ト2分 子間力に関す る研究 )

Reactions of lrninothiazolines with Activated Acetylenes
and Nitriles

(イ ミノチアプ リン類 と活性アセチ レンお よび ニ トリル類 との反応 )

Reactions of Vinyユ Azides―― Synthesbs Of vinylaziri―
dineS and Pyrr01es

(ビニルアジ ドの反応 ―― ビニルアジ リジンおよび ピロールの合成

―
―

)

Theoretical and Experimental Studies of Elastic Scatter―
ing cf E lectrons by Molecules
分子に よる電子の弾性散乱 の理論的 かよび実験的研究

E lectronic Properties of O rganic Solids ― PhotOem ission

露属都お警凝纏夢篭 光計姉と電甜乱―)

下
　

科

山

　

山

同

　

同

輝 夫

健一郎

新 井 和 孝

大 沢 吉 直

木 原

公志郎

英 一

竹 内 英 夫

土  屋

畠 中 直 人

同 林   茂 雄

学

同

明
　
夫

ルホ
　
公

村
　
森

本
　
国

同

　

同

田
　

崎

合

　

白

同

　

同

　

　

　

同

同

同

同 日 野 照 純



専 門 課 程

化    学

同

同

氏   名

福 島 和 夫

松 崎 章 好

八 木 幹 雄

論

Ｆ
Ｆ
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

同

生 物 化 学

同

同

同

山 下 雅 道

岩 下 淑 子

小 野 哲 也

栗 山 了 子

小 林 孝 彰

N― A llylpyrazole as a Ligand

(N― ア リル ピラゾールを配位子 とする遷移 金属錯体の合成と性質 )

Dynamical Behavior of PhOtO― EК ited WIolecules

(光励起分子の動的挙動の研究 )

Z ero「Field Optically Detected Magnetic Resonance Studi―
es on the PhOsphorescent States of Electron DOnor,Accep―

(光検出暑智議員浜鳴法に よる電荷移動錯体のりん光状態の研究 )

モノポール質量分析計による反応追跡システムの試作

Studies on in vitro Protein Synthesis by an Extract of
a n Extreme Thermophile :Thermus thermophilus HB 8

MttTheFmus thermophilus′ :無
細蛋白質生合成系につい

Estimation in vivo Of radiosensitivity of DNA mOlecules

だ」践為翻焉r脇翻脱辮毘鵬覆ゞ
e

S tudies on Microtubule RecOnstitution in vitro

(試験管内での微小管再構成の研究 )

Roles Of Tubulin― Bound Guanine Nucleotides in Microtub―
ule A ssembly

(後Jヽ管///成 の際に ,チ ューブ リン結合グアニンヌク レオチ ドが呆

たす機能 )

Studies on the Structure of lntracytOplasmic Membrane in
a Photosynthetic BacteriuFn ChrOmatium vinosum by Wlea―
ns of Chem ical Modification.

(光合成細菌 ChrOmatium宙 nosu mの細胞内膜構造の化学修飾法

による研究 )

細胞表層の構造 と機能に関する研究

ヒ トデ卵の成熟機構 lrc関 する研究

In 宙tro Analysis of the Organogenesis of the Digestive
Tract inthe Chick Embryo

(ニ フトリ胚における消化管の発生の器官培養法による解析 )

Che血 cal COnstructiOn of Cell Surface and Cellular Agglu―
tinatiOn

(細胞表層の化学的構築 と細胞凝集性 )

Kinetics of PrOliferation and Differentiation of Spennato―
gonia  in the Testis of the Teleost,Oryzias latipes.

(メ ダカ精巣における精原細胞増殖分化の解析 )

ラッ ト肝細胞質性 DNAポ リメラーゼの変換因子

(AConversionFactor for Cytoplasmic DNA Polymerase of
Lt Liver)

学

同
　
物
　
同

動

同 lte田 敬 三

山 田 正 夫

岸 本 健 雄

角 谷 まゆみ

中 村 二 郎

同 道  端

同

同

森 岡 清 和



専 門 課 程

植  物  学

同 宝 月 岱 造

荒 井 章 司

浦 辺 徹 郎

学  小 山 和 俊

相 関

谷   克 彦

化 学  小宮山   進

桜 井   勝

高 松 久 雄

欣  子

原 寛名誉教授の受賞

原 寛名誉教授がこのたび秩父宮記念学術賞をお

うけになりました。心から,お よろこびを申し上げ

ます。

論 文 題 目

Effects of Blue Light on Qrbon Metab。 1lsm in Ch10rella
mutant cens
(白 色クロ レラ変具体細胞の炭素代謝に対する青色光効果 )

The Pattern Conversion of l■ crofibril Arrangement and
Wall m icrotubules during Microfibril EbpositiOn in Clos―
terlum acerosu m

(ミ カズキモにおけるミタロフィプ リルの配列パターンの転換およ
び ミタ ロフィブ リル沈着時の壁 ミタロチュピュルについて )

Petr010gy Of A lpine― type lltramafic COmplexes in San―
gun zone,western」ap雛
(西 日本 ,三郡帯のアルパイン●タイプ超塩基性岩体 の成因 )

Thermodynamic Analysis Of MinOr Elements partitiOn
between COexisting Sphalerite and Galena vttth Special

life意:1:lilisthe BaseMetalS COncentration of Ore,Forrn―

(閃亜鉛鉱 ,方鉛鉱間の微量元素分配の熱力学的解析 ――特に鉱液
の金属元素濃度について )

TheCrystal Structure and Thermal Stability of Clino「
ti101ite

(ク ライノタイロライ トの結晶構造 と熱酌安定性 )

VectOr―sttmetry Groups and Point― 蹄mmetry Groups in
Crystal Structures

(結晶構造におけるベクトル対称群 と点群 )

高電場 ,強 磁場内でのポー ラロンの伝導現象とサイタ ロ トロン共鳴

Studies on Eodysone Blosynthesis in the Silbvorm Bomb―
yx m orl

(ヵ ィコrcぉけ るエクダイソン生 合成に関する研究 )

RNAフ ァージQβ のタンパク質殻の特異集合構造
一-32キ ャプソメア構造の物理的化学的検証一

Electrooptical lnvestigation Of Poly¬ α―Benzyl― L一Gluta一

mate Solutions
(ポ リーα―ベンジルーL― グルタメー ト溶液 の電気光学的研究 )

氏   名

神 谷 明

地

同

埋

　

同

同

研究助成金の募集

次の 5作の研究助成金の募集があります。詳細は

理学部庶務掛へお問合せ下さい。

(1)伊藤科学振興会研究助成金 :

1件 100万円以内 ,本年度は対象部門を化学およ

び地学に限る ,6月 12日 まで。

121 RCA助成金 ;

1件70万 円 ;soli d stateに 関する物理 ,イヒ学 ,



電子工学の分野の基礎研究 ;

7月 20日 まで。

0 松永研究助成金 :

1件 50万 円 :社会科学 ,自然科学系統の基礎研究

6月 15日 まで。

14)吉田科学技術財団派遺研究者 :

海外研究・ 国際会議 出席援助 ;

6月 10日 まで。

15)実吉奨学会研究助成金 :

国際会議出席などの海外出張援助 ;

5月 22日 まで。

*************

永年勤続者の表彰

昭和51年度東京大学職員永年勤続者表彰 (20年勤

続 )が東京大学倉U立記念 日の4月 12日 学士会館 (神

田 )で行なわれました。本学部では下記 3名の方が

表彰されました。

青 柳 テル子  (物 理 )

鎌 滝 道 子 (地 理 )

小根山 善 作  (一号館 )

編 集 後 記

巻 もあ らたまって 8巻・ 1号の理学部広報をかと

どけ します。題字は学部長のお世話で ,名誉教授 ,

柴田雄次先生に書いていただけました。また ,表紙

は島内教授にお願い して「 分子のすがた」で しば ら

く続けていただ くこととなりましたので御愛読 をお

願い します。

御多忙の中を筆をとって下さった田丸先生 ,後藤

先生 ,安楽先生には心からおネしを申し上げます。小

堀さんは編集長の任 をはなれてはっとする間もな く

原稿をせめたてられる気分 を味われたことはお気の

毒でした。若手 からは八杉さんが気 を吐いて下さい

ました。新しい企画としてしばらくの間<研究室め

ぐり>を載せてゆきたいと思います。研究室のたか

らものとか ,伝統のある習慣 ,最近の トビッタスな

どをつぎつぎにうかがってゆくつ もりです。今月は

人類学教室にうかがって文化財のか話を埴原先生か

らお聞きすることができました。

先月で執筆者の中村桂子氏のか名前を中村士子氏

として しまいました。かわびして訂正いたします。

この号から理学部広報の編集係が交代いたしまし

た。不慣れですが一生懸命1/Cや って参りますので皆

様のお力添えをか願い申し上げます。  (K)
表紙の分子像の簡便な実体祝は ,左眼で左図を ,

右眼で右図を見ながら焦点を合わせればできます。

数分間試みられれば ,た いがいの方ができるよう

になるはずです。航空写真による地形の実体視 1/Cも

しばしばこの方法が用いられています。 (S)

集 :

下 精■郎 (動物 )内線 3361

木 秀 夫 (地理 )内線 3288

隅 一 生 (生化 )内線 7372
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